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Ⅰ  地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の概要  

  

①設立目的  

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構は、地方独立行政法人法に基づき、医療の

提供、医療に関する調査及び研究等を行うことにより、庄内地域等の医療政策として求

められる高度専門医療を提供し、及び当該地域における医療水準の向上を図り、もって

住民の健康の維持及び増進に寄与することを目的とする。 

 

②事業内容 

(1) 医療の提供に関すること。 

(2) 医療に関する調査及び研究に関すること。 

(3) 医療に関する技術者の研修に関すること。 

(4) 医療に関する地域への支援に関すること。 

(5) 災害時における医療救護に関すること。 

(6) 前各号に掲げる業務に附帯する業務に関すること。 

 

③主たる事務所 酒田市あきほ町３０番地 

 

④役員 

職名 氏名 

理事長 栗谷 義樹 

理 事 田宮 和朗 

理 事 島貫 隆夫 

理 事 小熊 正樹 

理 事 佐藤 三紀 

理 事 脇川 清道 

監 事 齋藤 俊勝 

監 事 加藤   栄 

 

⑤ 設置、運営する病院 

日本海総合病院 酒田市あきほ町３０番地 

日本海総合病院 

酒田医療センター 
酒田市千石町２丁目３番２０号 
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⑥ 組織

（理事会）

（法人管理部）

(救命救急センター)

　　(日本海総合病院)

　（酒田医療センター）

理事長・理事

法人管理部長

副 院 長

副院長(看護部担当)

副 院 長

病 院 長 診療部長

薬 局 長

総 務 課

診 療 科

薬 剤 部

検 査 部

放射線部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室

栄養管理室

地域医療室

医療連携室

事務局長

医 事 課

(兼)看護部長 看 護 部

病 院 長

Ｍ Ｅ 室

看護教務部

センター長 救命救急センター

総 務 課

内 科

リハビリテーション科

地域医療室

栄養管理室

副看護部長

薬 剤 部

看 護 部

監 事

経営企画室

総 務 課

経営企画室

医事管理課
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⑦ 職員の状況                        （４月１日現在） 

病　院

職　種 H24 H25 増減 H24 H25 増減 H24 H25 増減

119 132 13 4 4 0 123 136 13

118 126 8 17 21 4 135 147 12

552 554 2 37 37 0 589 591 2

36(1) 38(1) 2(0) 6 5 △1 42(1) 43(1) 1(0)

825 850 25 64 67 3 889 917 28

785 837 52 60 65 5 845 902 57

34 6 △28 0 0 0 34 6 △28

6 7 1 4 2 △2 10 9 △1

※( )は法人管理部職員数で内数

県派遣職員

看護職員

日本海総合病院 酒田医療センター 計

計

医師・歯科医師

医療技術員

事務職員

法人職員

市派遣職員

 

 

 ⑧ 資本金の状況 

    １１，３０３，８９９，６７８円（平成２５年９月１３日変更登記時） 
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◇平成２５年度の事業概要 

 

１ 診療計画及び診療に関する重点事項等 

（１）診療計画 

   日本海総合病院及び日本海総合病院酒田医療センター（以下、「酒田医療センター」という。）

は、将来にわたり持続可能な経営に向けて努力するとともに、地域医療向上のために以下のよ

うな取組みを行った。 

 

 

 ①日本海総合病院 

   地域の中核病院として急性期医療の充実に努め、地域医療支援病院をはじめとする各種指定

の病院機能を十分に発揮し、「安心、信頼、高度な医療提供」及び「保健、医療、福祉の地域

連携」の基本理念に基づいた医療の提供に努めた。 

 

 日本海総合病院の機能 

規 模 ６４６床 

診 療 科 

 

（２５科） 

内科、循環器内科、消化器内科、内視鏡内科、精神科、神経内

科、小児科、外科、乳腺外科、小児外科、心臓血管外科、呼吸

器外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、リハビリテーショ

ン科、皮膚科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放射

線科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科 

病 床 の 種 別 一般病床  

併設診療機能 救命救急センター、屋上ヘリポート設置 

特殊診療機能 ＩＣＵ（集中治療室）、ＨＣＵ（準集中治療室） 

未熟児室 

感染症病床 

放射線治療 

外来がん化学療法 

セカンドオピニオン外来 

緩和ケア 

人工透析 

地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

救急外来機能 診療科全般 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車、院内保育所 
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②酒田医療センター 

   急性期病院での治療が終了し、自宅退院や施設入所が困難な患者及び積極的なリハビリテー

ションを必要とする患者への医療の提供を行った。地域の課題であった通所リハビリテーショ

ン（デイケア）の提供を開始し、患者のＱＯＬ維持・向上に努めた。 

 

酒田医療センターの機能 

規 模 １１４床 

診 療 科 

（２科） 
内科、リハビリテーション科 

病 床 の 種 別 療養病床 

特殊診療機能 地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

通所リハビリテーション（デイケア） 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車 

 

（２）診療に関する重点事項 

 ①診療体制の整備 

医療需要の質的・量的変化や新たな医療課題に適切に対応するため、平成２５年度は、次の

とおり診療部門の充実を図った。 

 

ａ）救急医療(日本海総合病院) 

○救命救急センターの機能の充実を図るため、新たに救急科専門医の育成に取組んだ。 

○ドクターカーの配備を検討するため、酒田地区広域行政組合の「酒田救急ワークステー 

ション」との連携強化を図り、当該組合の要請によって医師及び看護師が救急車に同乗・

出動した。 

【実績】救急車同乗・出動件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

３件    ５件 

○山形県ドクターヘリ、酒田市及び飛島診療所と共同で、患者搬送訓練を行った。 

○より症状の重い患者に救命救急センターの医師が対応できるよう、一般社団法人酒田地区

医師会十全堂（以下、「酒田地区医師会」という。）の協力により小児を含む平日夜間救

急外来が、酒田市の財政支援のもとに継続して行われた。 

【実績】救命救急センター受診状況 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

延べ患者数 ２３，９７９名 ２４，６５３名 

酒田地区医師会 

診 療 支 援 

小児（延べ） （７４３名） (６３９名） 

成人（延べ） （１，７１５名） （１，５８２名） 

  ※（  ）内は、「延べ患者数」の内数である。 
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ｂ）がん医療(日本海総合病院) 

○地域がん診療連携拠点病院として、さらに機能の充実を図るため、緩和ケア病棟若しくは

病床を設置し、又は緩和医療科の開設について検討を開始した。 

○「相談支援センター相談員基礎研修（３）」を受講した、がん相談員を５名体制（看護師

３名、社会福祉士２名）とし、がん相談支援体制の充実を図った。 

【実績】がん相談件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

８１８件 １，２０４件 

   ○ＰＥＴ/ＣＴの稼働状況は、次のとおりであった。 

 【実績】ＰＥＴ/ＣＴ検査件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

検査件数 ４４２件 ８１１件 

(うち検診件数) （２２件） （１８６件） 

○手術、放射線療法及び化学療法を、効果的に組合わせて治療を実施した。 

【実績】手術、放射線療法、外来化学療法の件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

手術 １，１２３件 １，１１７件 

放射線療法 ７，７９３件 ７，９２８件 

外来化学療法 ３，０９２件 ４，９２２件 

○緩和ケア医療の充実に取組んだ。 

 【実績】病棟回診延べ患者数、緩和ケア外来患者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

病棟回診 ３６７名 ４４９名 

緩和ケア外来 １０５名 １６８名 

   ○セカンドオピニオン外来の充実に取組んだ。 

    【実績】実施件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

４件（がん３件） 11件（がん10件） 

   ※（ ）は、内数である。 

○地域がん診療連携拠点病院として、次のとおりがん登録を行った。 

 【実績】がん登録件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

院内がん登録 １，６８４件 １，７０５件 

地域がん登録 １，６５３件 １，６８０件 
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ｃ）脳卒中・急性心筋梗塞 

○患者の社会復帰に資するため、救命救急センターと関係する各診療科、リハビリテーショ   

ン部門との連携強化を図った。 

○専門的医療やＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応を継続した。 

【実績】脳梗塞、くも膜下出血、脳動脈瘤、脳内出血で実施した件数 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ 

ＣＴ １，０１５件    ９３４件 

ＭＲＩ ８１９件    ９２９件 

【実績】心筋梗塞、狭心症で実施した件数 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ 

ＣＴ ２５５件    ２６５件 

ＭＲＩ ４０件     ３１件 

○日本海総合病院では急性期リハビリテーションの充実を図り、酒田医療センターの回復期

リハビリテーションとの連携強化を図った。 

【実績】心大血管疾患リハビリテーション料１ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

実患者数 回数(単位数) 実患者数 回数(単位数) 

日本海総合病院  422名  9,196回   534名  12,453回 

    【実績】脳血管疾患リハビリテーション料１ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

実患者数 回数(単位数) 実患者数 回数(単位数) 

日本海総合病院 1,303名 44,118回 1,400名 43,956回 

酒田医療センター  243名 40,963回 269名 48,761回 

 

ｄ）糖尿病(日本海総合病院) 

○チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等を組合わせた教育入院等の治療を 

行った。 

【実績】教育入院患者数       【実績】個別栄養指導件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

８３名   ５２名 

 

 

 

   ○糖尿病教室を１４回開催し、４４名の参加があった。 

○看護師と管理栄養士が共同で、２５名（実患者数）の患者に対して延べ５５回の糖尿病 

透析予防指導を行った。 

○人工透析患者の増加に伴い、３床増設した。 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

入院 ２３９件 ２５２件 

外来 ３３６件 ３２７件 

合計 ５７５件 ５７９件 
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ｅ）回復期リハビリテーション(酒田医療センター) 

○回復期リハビリテーションの充実のため、理学療法士を１名、作業療法士を２名、言語聴

覚士を１名それぞれ増員し１７名体制とした。 

○ドライブシステム（運転機能評価システム）を導入し、より効果的なリハビリテーション

を行った。 

   ○平成２５年６月から、通所リハビリテーション（デイケア）を開始した。 

【実績】リハビリテーション科の延べ患者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

入 院 １１，３６６名 １１，７７６名 

外 来     １２０名    ３９２名 

【実績】リハビリテーションの実施状況 

 

 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

実患者数 回数(単位数) 実患者数 回数(単位数) 

外来ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ９名 ２９９回 １８名 ４９８回 

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ     ２０名 １，０４０回   

     ※「通所リハビリテーション」の「回数（単位数）」は、利用者の通所回数である。 

 

ｆ）在宅医療支援及び療養支援 

○日本海総合病院では、地域医療室及び医療連携室の看護師７名又は社会福祉士３名が、

地域の介護・福祉・医療機関及び患者との退院調整業務を行った。 

○酒田医療センターは看護師２名体制で、退院調整及び入院前面談等を実施した。 

【実績】退院調整 

 日本海総合病院 酒田医療センター 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２５ 

他 病 院 ８７５件 ９５３件 ２８件 ３３件 

在   宅 ５２２件 ４９２件 １７７件 ２３１件 

介護老人保健施設 ７０件 ８４件 ３９件 ４１件 

介護老人福祉施設 １５４件 １１０件 ５件 １件 

ショートステイ ８９件 １０１件 １１件 ８件 

有料老人ホーム １１５件 １３０件 ２１件 １２件 

そ の 他 ８１件 ６１件 ８件 ４件 

合 計 １，９０６件 １，９３１件 ２８９件 ３３０件 

【実績】入院前面談件数（酒田医療センター） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

入院前面談件数 ３９７件 ４９６件 

うち入院患者数 ３７７名 ４７１名 

 



  9 

 

○在宅患者及び介護・福祉施設の入所者に対して、かかりつけ医と連携して医療支援を行っ

た。 

   ○酒田地区医師会十全堂訪問看護ステーション「スワン」と、在宅医療の連携強化を図った。 

 

ｇ）その他 

○日本海総合病院と酒田医療センターの両病院間を患者が移動するため、「げんき号」を定

期便の他、必要に応じて臨時便を運行した。 

【実績】利用実績 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

延べ乗車人数 4,057名 3,975名 

乗車率  12.9％  12.7％ 

 

②災害時や健康危機における医療協力 

  ○平成２５年１１月２１日に発生した、秋田県由利本荘市矢島町における工事現場土砂崩れ

により、山形県からＤＭＡＴへの待機要請があった。しかし、秋田県から山形県に対して

の派遣要請がなかったため、待機は解除され出動はしなかった。 

  ○他の機関が実施した災害医療訓練又は研修に、次のとおり参加した。 

訓練実施日 会   場 訓 練 名 称 参加者 

H25.7.27～28 岩手県盛岡市 東北ＤＭＡＴ技能維持研修 3 名 

H25.8.2 三川町 日赤山形県支部机上訓練 6 名 

H25.8.30 秋田港 秋田県ＤＭＡＴ訓練 5 名 

H25.9.1 鶴岡市小真木原運動公園 山形県・鶴岡市合同総合防災訓練 6 名 

H25.9.8 酒田市立第四中学校 酒田市総合防災訓練 5 名 

H25.9.26～28 北海道釧路市 日赤第一ブロック合同訓練 6 名 

H25.10.5～6 宮城県 東北ＤＭＡＴ参集訓練 5 名 

H25.10.19 山形市 山形県医療救護訓練 4 名 

H26.1.4～5 天童市 山形ＤＭＡＴ合同訓練 7 名 

○他の機関が実施した研修に、インストラクターを派遣した。 

研修実施日 会   場 研 修 名 称 派遣数 

H26.1.18 宮城県仙台市 東北ＤＭＡＴロジステックス研修 3 名 

H26.1.18～19 宮城県仙台市 東北ＤＭＡＴ技能維持研修 4 名 

○災害対策委員会が主体となって、日本海総合病院全職員、委託業者及び地域の医療従事者

を対象に、災害医療研修を次のとおり実施した。 
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実施日 会 場 研 修 内 容 等 参加者 

H25.5.31 
日本海総合病院 

講 堂 
「災害基礎とトリアージ」 79 名 

H25.6.24 
日本海総合病院

エントランス  

「模擬患者を使ったトリアージ」 

協力：酒田地区広域行政組合消防本部 
101名 

H25.8.24 
日本海総合病院

エントランス 
「机上災害対応訓練」 80 名 

H25.10.26 

日本海総合病院

エントランス、 

外来ほか 

「災害対応実働訓練」 

協力：酒田地区広域行政組合消防本部 

   酒田市立酒田看護専門学校 

186名 

H25.12.16 
日本海総合病院 

講 堂 
「災害対策実動訓練 総括」 38 名 

H26.1.28 
日本海総合病院 

講 堂 
「災害看護 －病棟編－」 103名 

○災害発生時に備え、次の災害医療対策用機器等を整備した。 

 機材 機器名 メーカー 規格 数量 

災
害
医
療
チ
ー
ム 

体
制
整
備 

応急用医療 

資 機 材 

資器材キャリングバ

ッグ 

ヘルスケアー

テック 
34357 4 

予備蓄電池 パナソニック CB-LS01H-K 2 

セーフティレインス

ーツ（紺） 
シグナル 高輝度反射材付 10 

ターポリン担架 日本船舶薬品 TT-1044-006 8 

万能ナイフ ワコー WSBN-HM 2 

簡易放射線量測定器 東京硝子 ＰＡ１０００ 1 

幅広ロック帯 ＯＨＭ 

370mm50 本 入  結 束 内 径

102mm 引張強度 54.4kg 幅

7.6mm 

1 

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ用駆動ﾎｰｽ ｽﾐｽﾒﾃﾞｨｶﾙ 
DH-0M50 5ｍ 

ﾐﾆｶﾌﾟﾗ 酸素用 
1 

LSP 減圧弁ｵｰﾙﾌﾟﾗｽﾀｲ

ﾌﾟ 
ｽﾐｽﾒﾃﾞｨｶﾙ 

L280-220K 

ﾄﾞｲﾂ型 川重付 
1 

ﾊﾟﾗﾊﾟｯｸ搬送用ﾊﾞｯｸﾞ ｽﾐｽﾒﾃﾞｨｶﾙ W1230 1 

ﾊﾟﾗﾊﾟｯｸﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ

呼吸回路 
ｽﾐｽﾒﾃﾞｨｶﾙ 

100/905/300 

10入 
1 

その他 

資機材 

ＤＭＡＴ資材庫用ス

チールラック 
オカムラ ６３Ｘ６ＡＰ－Ｚ２６９ 1 
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災
害
拠
点
病
院
設
備 

応急用医療 

資 機 材 

ウィンドブレーカー ＡＩＭＹ 000048-AJ 50 

折畳・可搬型軽量ﾐｰ

ﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ  
プラス MB-2 03-072 3 

のぼり旗ｾｯﾄ  1800×450～600mm 24 

カセットガス発電機 ホンダ ＥＵ９ＩＧＢ 2 

充電式ＬＥＤライト

投光器 大 
スミスライト スタンダード 2 

充電式ＬＥＤライト

投光器 小 
スミスライト トラベラー 2 

ＬＥＤランタン ＧＥＮＴＯＳ ＥＸ－313CW 20 

差替ﾍﾞｽﾄ（ﾘｰﾀﾞｰ用） ナカネ 013－6122 15 

納体袋 エイブル山内  20 

水電池 船山 7246901 30本入 5 

折たたみ自転車 船山 7114409 1 

ハンズフリー拡声器 船山 7242557 5 

NBC対策 

資 機 材 

フェイスマスク 興研 HR-09 20 

吸収缶 興研 FDG-M60W 20 

つなぎ防護ｽｰﾂｾｯﾄ タイベック Ⅲ型 20 

  ○災害発生時に備え、次の職員用の食糧等を備蓄した。 

品名等 メーカー 賞味期限・規格等 数量 

アルファ米 各種 尾西 100g 5年 4,050食 

レトルトパック（おかず）各種 ｱﾙﾌｧﾌｰｽﾞ 5年 4,000食 

飲料水 宝水 500ml 5年 5,016本 

運搬用折りたたみ式リアカー ピカ PHC130 3台 

○災害時においても、優先納入ができることを条件として物品購入契約を締結し、体制の整

備を図った。 

  ○新たな感染症が発生した場合は、感染対策委員会を中心に情報収集を行い、山形県をはじ

め他の関係機関と連携し、患者の受入れを行う。 

  

③政策医療の実施（日本海総合病院） 

  ○ハイブリッド手術室の整備を行い、平成２５年８月から稼働した。 

○速やかな感染症患者の受入れのため、院内感染対策指針及び感染対策マニュアルの見直し

を行った。また、感染対策の意識向上を図るため、主に職員を対象に次の研修会を実施し

た。 
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実施日等 研  修  内  容 備 考 

H25.10.24 

日本海総合病院 

講堂 

第 1回 感染対策研修会 

「全職員で取り組む感染対策 ～あなたの参加が大切なんです～」 

ＮＰＯ法人日本感染管理支援協会 理事長 土井 英史 氏 

165名参加 

（うち院外

15名） 

H26.3.17 

日本海総合病院 

講堂 

第 2回 感染対策研修会 

「インフルエンザとその感染対策」 

株式会社エスアールエル 管理薬剤師 山下 美帆 氏 

84名参加 

○「認知症疾患医療センター」を運営し、引続き認知症疾患患者の専門医療相談、鑑別診

断等を行った。 

【実績】相談件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

新規相談件数 ７８９件 ７３３件 

継続相談件数 ２８６件 ４１６件 

  ○平成２６年２月２２日に開催した、公益財団法人山形県臓器移植推進機構及び山形県が主

催の研修会において、脳死下臓器提供シミュレーションを実施した。 

 

④医療スタッフの確保及び資質向上 

  ａ）医療人材の確保・育成 

○医学生の教育及び医師育成のため、臨床研修医、レジデント及びスチューデントドクター

等を受入れた。 

 【実績】臨床研修医等の受入れ状況 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

臨床研修医 １３名 １７名 

レジデント １６名 ２３名 

スチューデントドクター １６名 ４４名 

臨床医学修練生   １名   １名 

地域医療実習生   ４名   ４名 

○医師及び看護師以外の医療従事者を目指す学生について、薬剤部で１名、リハビリテーシ

ョン室（科）で計１６名、栄養管理室で２名、医事課で１名、大学又は専門学校等から合

計２０名の実習生を受入れた。 

○より質の高い看護を提供するため、次の研修会を実施した。 

実施日 対象者 人数 研  修  内  容 

H25.6.11 
レベル１ 

受講者 
88名 

「ヘンダーソンの看護理論を共通理解し看護実践ができる」 

酒田市立看護専門学校 副学校長  草刈 妙 先生 
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H25.6.28 

H25年度 

個人研究 

発表者 
13 名 

「看護研究（個人）：研究計画書に基づき、個別指導を通して看護研

究実践能力を高める」 

山形大学 医学部看護学科 成人慢性期看護学講座 

准教授  武田 洋子 先生 

H25.7.16 
H26年度 

発表部署 
30 名 

「看護研究（部署）：研究計画書に基づき、個別指導を通して看護研

究実践能力を高める」 

山形大学 医学部看護学科 地域看護学講座 

助教  森鍵 祐子 先生 

H25.11.12 

H25年度 

個人研究 

発表者 
13 名 

「集計に必要な統計手法の個別指導を通して看護研究をまとめるこ

とができる」 

山形大学 医学部看護学科 成人慢性期看護学講座  

准教授  武田 洋子 先生 

H25.11.12 
H26年度 

発表部署 
30 名 

「集計に必要な統計手法の個別指導を通して看護研究をまとめるこ

とができる」 

山形大学 医学部看護学科 地域看護学講座 

 助教  森鍵 祐子 先生 

○４名の看護師が、緩和ケア認定看護師、感染管理認定看護師、脳卒中リハビリテーション

認定看護師及び慢性心不全看護認定看護師の資格を取得した。 

○集中ケア認定看護師及び手術看護認定看護師の資格を新たに取得するため、２名の看護師

を研修に派遣した。 

○薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師等の技術職について、研修等を充実し、専門技能

の向上を図った。 

 

ｂ）事務職員の確保と専門性の向上 

○医療法人健友会 本間病院及び庄内医療生協 鶴岡協立病院の事務職員と、平成２６年２

月１４日に合同活動発表会を開催し、事務職員の知識の習得と専門性の向上を図った。 

○外部講師による次のような研修会を開催し、医師事務作業補助者の専門知識の習得と資質

向上を図った。 

実施日等 研  修  内  容 備 考 

H26.2.26 

日本海総合病院 

講堂 

第 1回 診療報酬研修会 

「特定共同指導における指摘事項について」 

株式会社ニチイ学館酒田支店 病院課長 橋場 千春 氏 

２９名 

(全体参加者

73名) 

H26.3.19 

日本海総合病院 

講堂 

第 2回 診療報酬研修会 

「平成 26年度診療報酬改正について」 

株式会社ニチイ学館酒田支店 マネージャー 佐藤 妙 氏 

４０名 

(全体参加者

150名) 
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⑤医療サービスの効果的な提供 

  ａ）地域連携の推進 

○日本海総合病院は、庄内地域の中核的な医療機関及び地域医療支援病院としての役割を果

たすとともに、他の医療機関との役割分担及び連携の強化を図った。 

    【実績】紹介率及び逆紹介率 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

紹 介 率 ６１．５％ ６２．２％ 

逆紹介率 ４５．２％ ４７．２％ 

※地域医療支援病院における算出方法による。（歯科口腔外科を含む。） 

○地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関との連携を強化し、介護・福祉機関との

積極的な情報交換や、退院時カンファレンスの取組みの強化等により、医療から介護・

福祉へとシームレスなサービスの提供に努めた。 

 

ｂ）ＩＴネットワークの活用（「ちょうかいネット」の活用推進） 

○平成２３年４月から稼働した「ちょうかいネット」について、利用する医療機関等の拡大

を図った。 

・各年度の３月３１日現在の状況 

 
病 院 

医 科 

診療所 

歯 科 

診療所 
調剤薬局 

介護老人

保健施設 

訪問看護 

ｽﾃｰｼｮﾝ その他 登録患者数 

Ｈ２４ １５施設 ５３施設 ６施設 １１施設 ４施設 ２施設 １施設 ６，６６９名 

Ｈ２５ １６施設 ６１施設 ９施設 １３施設 ５施設 ３施設 ２施設 １１，３３５名 

 

ｃ）地域連携クリティカルパスの活用 

○大腿骨頚部骨折、５大がん、脳卒中の地域連携クリティカルパスの適用件数の増加に努め

た。 

    【実績】地域連携クリティカルパス適用件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

肺 が ん ０件    ０件 

大 腸 が ん １３件   １９件 

肝 が ん ０件    ０件 

乳 が ん ２４件   １８件 

胃 が ん ９件   ２７件 

大腿骨頚部骨折 １０５件  １１８件 

脳 卒 中 ９２件  ２９０件 

   ○心臓リハビリを中心とした循環器病診連携クリティカルパスの作成に取組んだ。 

○前立腺がんの地域連携クリティカルパスを稼働させた。 

○糖尿病教育入院の院内クリティカルパスを稼働させた。 

 

 



  15 

 

⑥庄内地域における医療水準の向上 

○日本海総合病院は、庄内地域で唯一の認知症疾患医療センターとして、庄内地区の医療従

事者、自治体の高齢者事業担当者及び地域包括支援センター相談担当者を対象に、次の講

演会を実施し連携強化を図った。 

実施日等 事  業  内  容  等 備 考 

H25.10.30 

日本海総合病院 

講堂 

「レビー小体型認知症 －発症や症状が特異な認知症につ

いて知る－」 

山形大学医学部 精神科  小林 良太 先生 

177名参加 

（うち院外

148名） 

○日本海総合病院は、酒田地区医師会の後援のもと、地域の循環器診療のレベルアップ並び

にチーム医療及び地域連携の充実を図るため、「循環器連携セミナー」を開催した。 

○平成２３年度から日本海総合病院内に開設されている、山形大学医学部先端分子疫学研究

所酒田分室について、継続して調査活動に協力した。 

○日本海総合病院は、酒田市立看護専門学校及びその他専門学校の実習施設としての役割を

果たし、合計９１名の看護学生を受入れた。 

○「山形県看護教員養成講習会」に看護師２名を８ケ月間派遣し、酒田市立看護専門学校の

看護教員として育成した。 

 

⑦住民の意識の啓発 

○地域住民を対象に市民公開講座を開催し、健康に対する意識の啓発活動を行った。 

実施日等 事  業  内  容  等 備 考 

H25.9.21 

ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ

みずほ 

地域がん診療連携拠点病院 市民公開講座 

「胃がん －最新の予防、診断、治療－」 

三沢市立三沢病院 事業管理者 坂田 優 先生 

70名参加 

 

○患者、地域住民向け及び関係者向けに広報誌「あきほ」を年間４回発行し、病院機構の施

設整備の状況や治療に関する情報等の発信を行った。  

   ○他の医療機関が行う地域の医療従事者や住民に対するセミナー等について、講師の派遣を

積極的に行った。 

実施日等 事  業  内  容  等 

H25.7.18 

酒田市総合

文化ｾﾝﾀｰ 

第 22 回本間病院友の会 健康講演会 

「意外と知らない！？救急医療の話」 

日本海総合病院救命救急センター医長(兼)救急科科長 緑川 新一 

 

（３）患者・住民サービスの一層の向上 

○日本海総合病院では待ち時間対策として、各診療科の予約枠の人数の見直し、検査説明コ

ーナーの見直し、入院受付時間の患者配分の見直し及び持参薬確認業務について改善を行

った。 

○「患者の声」の院内掲示及び病院ボランティアとの意見交換を行い、患者及び住民の目線

に立ったサービスの向上に取組んだ。 
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○病院機構及び２病院のホームページにより、情報提供を行った。 

○日本海総合病院において、設備などの改修・補修を行い院内環境の整備を図った。 

 ・平成２５年度は、次のとおり整備を行った。 

整備箇所 整  備  内  容 

１階外来東側 
待合ホール 床材のはがれ等劣化が進んでいるため張替えを実施した。 

整形、形成外科
及び皮膚科外来 診察室のドアを車椅子等でも出入りしやすいよう、引戸に改修した。 

エントランスホ
ール等 山形県の支援事業費補助金を利用し有機ＥＬ照明を 3台設置した。 

外来駐車場 身障者用駐車枠が不足しているため 10台分増設した。 

○日本海総合病院において、平成２０年度から継続して重症心身障がい児（者）短期入所事

業を行った。 

【実績】延べ利用者数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

２８名 １４名 

   ○病児・病後児保育事業を酒田市から受託し、「あきほ保育園」において継続して当該事業

を行った。 

    【実績】病児・病後児保育事業延べ利用者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

延べ利用者数 ３０４名 ２３３名 

○地域密着型で親しみがあり、信頼される病院づくりを目指し、地域交流事業として展示・

即売施設「あきほ市」を５月から１０月まで開催し、９月には病院祭「あきほ祭り」を開

催した。 

○院内感染予防対策及び入院患者のスキントラブル防止のため、ＣＳセット（紙オムツの日

額定額制サービス）を導入した。 

 

（４）法令等の遵守と情報公開の推進 

○平成２４年度に定めた基本理念等を、職員研修の場で周知を図るとともに、病院機構及び

２病院のホームページを活用し、広く住民にもＰＲした。 

○ｅ－ラーニング方式で、全職員及び総合医療情報システムを使用する委託職員を対象に情

報セキュリティ研修を行った。対象者１，２７８名のうち、４１１名が受講した。 

○「ちょうかいネット」を利用している医療機関等に対し、情報セキュリティ研修を行った。

対象施設７１施設のうち、１０施設１２名が受講した。 

○インフォームド・コンセントを徹底するほか、カルテ等医療情報の情報開示については、

山形県情報公開条例及び個人情報保護条例の適用のもとに、県の機関に準じて行った。 

【実績】診療情報提供申出件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

日本海総合病院 ４９件   ７０件 

酒田医療センター ７件    ２件 
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（５）医療安全対策の充実・強化 

○患者安全管理体制の推進・強化を図るため、医療安全対策委員会を中心に次のような活動

を行った。 

実施日等 研  修  内  容 備 考 

H25.10.9 

日本海総合病院 

講堂 

「報告・連絡のためのＳＢＡＲ」 

東京海上日動メディカルサービス株式会社 

メディカルマネジメント室 主任研究員 本山 和子 氏 

105名 

参加 

H25.11.27 

日本海総合病院 

講堂 

「各部署の取り組み発表」 

看護部、検査部、放射線部、リハビリテーション室、ＭＥ室、 

栄養管理室 

81 名 

参加 

   ○医療安全管理者を中心に速やかな情報の収集・発信・共有を図り、医療安全対策の一層の

向上に取組んだ。 
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２ 人員配置の弾力的運用 

 

（１）短時間正職員制度 

   ○医師の確保及び定着化を図るため、要綱に基づいて短時間正職員制度を導入した。 

    平成２５年度は、３名の医師が活用した。 

 

（２）負担軽減 

○医師の負担軽減を図るため、引続き各病棟などに医療クラークを配置した。 

 【実績】医療クラークの配置数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

５９名   ５４名 

   ○看護師の負担軽減を図るため、看護補助者及び事務補助者を配置した。 

【実績】看護補助者及び事務補助者の配置状況 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

病 棟 ６６名 １４名 ６７名 １６名 

その他 １８名  ８名 ２０名 １１名 

合 計 ８４名 ２２名 ８７名 ２７名 

 

（３）障がい者雇用 

   ○障害者雇用促進法に基づき、障がい者の雇用促進及び有効活用に努めた。雇用率は０．６

５％だった。 

 

（４）その他 

○雇用の安定と人材の確保を図ることを目的として、臨時職員の中で業務遂行能力が高く、

長期就業意欲を有する者を、期限の定めのない雇用に転換する「スタッフ職員制度」を創

設した。 
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３ 施設整備及び医療機器等の整備計画 

 

（単位：百万円） 

区  分 執行額 財 源 

資本支出 

 建設改良費 

  酒田医療センター増築等 

レジデントハウス整備 

  医療機器整備 

  その他（改修工事等） 

 

2,000 

164 

167 

1,458 

211 

 

設立団体からの長

期借入金、出資（出

資債）及び自己資

金 

 

 

（１）統合再編に係る施設整備 

○平成２３年３月から始まった酒田医療センターの増築・改修工事は、平成２５年４月に 

エントランンス棟が完成したことにより竣工した。 

 

◆酒田医療センターの施設整備内容 

項  目 内  容 備考 

Ａ棟（東棟改修） 
・７０床(２病棟) 

・機能訓練室 
完成 

Ｂ棟（病棟増築） 

・４４床 

・通所リハビリテーション施設 

・給食施設 

完成 

エントランス棟 ・Ａ棟とＢ棟をつなぐ入口部分 
H25.4月 

完成 

 

（２）レジデントハウスの整備 

   ○研修環境整備の一環として建設していたレジデントハウスは、平成２５年７月に竣工した。 

    ・鉄筋コンクリート造、３階建て、３０戸（平成２６年３月現在、１１戸入居） 

 

（３）高度医療機器の計画的な更新・整備 

○高度専門医療等の充実のため、平成２５年度は次のとおり高度医療機器の更新・整備を 

行った。 

診療科 機 器 名 備 考 

心臓血管外科 ハイブリッド手術システム 新設 

全    科 電子カルテ 更新 

内    科 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 
低床電動ベッドほか 

更新 

（酒田医療センター） 
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４ 患者動向と収支の実績 

平成２５年度における患者数と収支については、次のとおりである。 

 

（１） 患者数 

 

 区  分 

日本海総合病院 酒田医療センター 計 

Ｈ２４ Ｈ２５ 増減 Ｈ２４ Ｈ２５ 増減 Ｈ２４ Ｈ２５ 増減 

延入院患者数

(人) 
199,673 192,641 △7,032 24,352 24,996 644 224,025 217,637 △6,388 

実入院患者数

(人) 
17,040 16,735 △305 423 477 54 17,463 17,212 △251 

入院/１日 

(人) 
547.0 527.8 △19.2 66.7 68.5 1.8 613.7 596.3 △17.4 

病床利用率 

(％) 
84.7 81.7 △3.0 77.4 86.7 9.3 － － － 

病床回転率 

(％) 
260.0 264.5 4.5 52.5 58.6 6.1 － － － 

平均在院日数

(日) 
11.7 11.5 △0.2 57.9 51.9 △6.0 － － － 

延外来患者数

(人) 
337,023 337,904 881 588 731 143 337,611 338,635 1,024 

新外来患者数

(人) 
31,733 32,017 284 42 37 △5 31,775 32,054 279 

外来/１日 

(人) 
1,375.6 1,384.9 9.3 2.4 3.0 0.6 1,378.0 1,387.9 9.9 

病 床 数 

（床） 
646 646 0 79 79 0 725 725 0 

 

 

（２）患者一人当たりの診療単価 

 

（単位：円） 

日本海 

総合病院 
Ｈ２４ Ｈ２５ 増 減 

酒田医療 

センター 
Ｈ２４ Ｈ２５ 増 減 

入  院 56,510 59,510 3,000 入  院 21,347 22,982 1,635 

外  来 11,741 12,447 706 外  来 3,261 3,448 187 
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（３）予算及び決算 

 

                              （単位：百万円） 

区分 
予算額 

（当 初） 
決算額 

差額 

( 決算 - 予算 ) 

 収 入 20,811 21,270 459 

  営業収益 16,964 17,433 469 

    医業収入 16,343 16,842 499 

    運営費負担金 621 591 △30 

  営業外収益 1,080 1,095 15 

    運営費負担金等 919 907 △12 

    その他 161 188 27 

  資本収入 2,715 2,674 △41 

    運営費負担金等 1,205 128 △1,077 

    金銭出資の受入 -  1,077 1,077 

    長期借入金 1,510 1,459 △51 

    その他（補助金等） -  10 10 

  その他の収入 52 68 16 

 

                              （単位：百万円） 

区分 
予算額 

（当 初） 
決算額 

差額 

( 決算 - 予算 ) 

 支 出 19,116 19,807 691 

  営業費用 14,601 15,602 1,001 

    医業費用 14,428 15,442 1,014 

      給与費 7,511 8,232 721 

      材料費 3,947 4,305 358 

  
 

  経費 2,872 2,831 △41 

      資産減耗費 4 -  △4 

  
 

  研究研修費 94 74 △20 

    一般管理費 173 160 △13 

  営業外費用 640 403 △237 

  資本支出 3,795 3,708 △87 

    建設改良費 2,086 2,000 △86 

    長期借入金返還金 1,708 1,708 0 

    その他 1 -  △1 

  その他の費用 80 94 14 
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（４）収支計画 

 

（単位：百万円） 

区    分 
予算額 

（ 当 初 ） 
決算額 

差額 

( 決算 - 予算 ) 

 収 入 18,160 18,605 445 

  営業収益 17,027 17,447 420 

    医業収益 16,343 16,822 479 

    運営費負担金収益 621 591 △30 

    資産見返運営費負担金戻入 63 34 △29 

  営業外収益 1,080 1,090 10 

    運営費負担金収益 919 907 △12 

    その他医業収益 161 183 22 

  その他の収入 53 68 15 

 支 出 18,151 17,953 △198 

  営業費用 17,145 16,871 △274 

    医業費用 16,972 16,716 △256 

    一般管理費 173 155 △18 

  営業外費用 740 818 78 

  その他の費用 266 264 △2 

純 利 益 9 652 643 
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（５）資金計画 

 

                                （単位：百万円） 

区    分 
予算額 

（ 当 初 ） 
決算額 

差額 

( 決算 - 予算 ) 

資金収入 25,350 36,423 11,073 

  業務活動による収入 18,095 18,518 423 

    診療業務による収入 16,343 16,807 464 

    運営費負担金による収入 1,540 1,499 △41 

    補助金等収入 -  37 37 

    その他の業務活動による収入 212 175 △37 

  投資活動による収入 1,205 10,654 9,449 

    運営費負担金による収入 1,205 149 △1,056 

    有価証券の売却による収入 -  10,500 10,500 

    その他の投資活動による収入 -  5 5 

  財務活動による収入 1,510 2,536 1,026 

    長期借入による収入 1,510 1,459 △51 

    金銭出資の受入による収入 -  1,077 1,077 

  前年度からの繰越金 4,540 4,715 175 

資金支出 19,659 32,103 12,444 

  業務活動による支出 15,864 16,322 458 

    給与費支出 8,113 8,395 282 

    材料費支出 3,947 4,233 286 

    その他の業務活動による支出 3,804 3,694 △110 

  投資活動による支出 2,087 14,069 11,982 

    有形固定資産の取得による支出 2,086 1,869 △217 

    有価証券の取得による支出 -  12,200 12,200 

    その他 1 -  △1 

  財務活動による支出 1,708 1,712 4 

    長期借入の返済による支出 532 532 0 

  
  

  

移行前地方債償還債務等の 

償還による支出 
1,176 1,176 0 

その他の財務活動による支出 -  4 4 

翌年度への繰越金 5,691 4,320 △1,371 
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５ その他業務運営に関する事項 

（１）就労環境の整備 

○「あきほ保育園」では、年末・年始の休所日を除き、２４時間保育を実施した。 

○病児・病後児保育事業を引続き酒田市から受託し、当該事業を活用し職員の子育て支援を

行った。 

【実績】病児・病後児保育事業延べ利用者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

延べ利用者数（再掲） ３０４名 ２３３名 

(うち職員利用者数)  （８５名） （１０４名） 

○病棟看護師の作業効率を改善するため、電子カルテ端末（ノートＰＣ）の増設、ナースカ

ート等の整備を行った。 

 

（２）人間ドック・検診における連携 

○日本海総合病院において、「心臓ドック」（仮称）の導入を検討した。 

○酒田地区医師会及び公益財団法人やまがた健康推進機構と役割分担を行いながら、連携し

て地域住民の検診を行った。 

○日本海総合病院では、酒田市が実施した「内視鏡ドック」のうち上・下部内視鏡、胸部Ｃ

Ｔを担った。 

   【実績】内視鏡ドックの実績 

 Ｈ２４ Ｈ２５ 

上部内視鏡 １３８件 １４３件 

下部内視鏡 １３８件 １４３件 

胸部ＣＴ １３９件 １４３件 

 

（３）地球環境にやさしい病院づくり 

   ○日本海総合病院において、新棟を除く既存棟の蛍光灯２，０００本をＬＥＤ照明に交換し

た。 

 

（４）酒田市飛島診療所への支援 

   ○常勤医が不在となっていた酒田市飛島診療所（以下、「飛島診療所」という。）について、

酒田市が医師を確保するまでの４月から８月までの間、日本海総合病院の医師が週に１回、

飛島診療所で診療を行った。 

   【実績】派遣医師数、診療日数及び延べ患者数 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 合計 

派遣医師数    2名    4名    4名    3名    3名  16名 

診療日数    4日    8日    8日    6日    6日  32日 

延べ患者数 29 名   64名   59名   53名   41名 246名 

   ○日本海総合病院は、飛島診療所の救急患者対応を支援し、５名の患者をドクターヘリで受

入れた。 
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   ○日本海総合病院は、飛島診療所の通院患者について、引続き検体検査を受託した。 

【実績】検体検査受託件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ 

４８９件 ２２７件 

 

（５）その他 

   ○第１０回日本医療マネジメント学会山形県支部学術集会を平成２５年７月２０日に開催

し、医師をはじめ１０３名の医療従事者の参加があった。他の病院又は医療従事者と情報

交換を行い、地域連携の一層の強化を図った。 

   ○看護師又は助産師を目指す学生を支援するため、看護師等修学資金貸与制度を創設した。 


